
新
た
な
時
代
を
見
据
え
た
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て
（
審
議
ま
と
め
）
概
要

令
和
４
年
３
月
1
8
日

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会

背
景

○
「
大
学
設
置
基
準
」
「
大
学
設
置
認
可
審
査
」
「
認
証
評
価
」
「
情
報
公
表
」
と
い
う
我
が
国
の
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
は
、
事
前
規
制
型
と
事
後
チ
ェ
ッ
ク
型
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
組

み
合
わ
せ
た
形
で
設
計
さ
れ
て
お
り
、
一
定
程
度
機
能
し
て
い
る
。

○
し
か
し
な
が
ら
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
、
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
、
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
）
に
基
づ
く
教
育
の
実
質
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
指
摘
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
指
摘
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
契
機
と
し
た
遠
隔
教
育
の
普
及
・
進
展
を
踏
ま
え

た
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
等
の
指
摘
が
あ
る
。

⇨
大
学
に
お
け
る
国
際
通
用
性
の
あ
る
「
教
育
研
究
の
質
」
を
保
証
す
る
た
め
、
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

①
最
低
限
の
水
準
を
厳
格
に
担
保
し
つ
つ
、
②
大
学
教
育
の
多
様
性
・
先
導
性
を
向
上
さ
せ
る
方
向
で
改
善
・
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

質
保
証
シ
ス
テ
ム
で
保
証
す
べ
き
「
質
」

・
学
校
教
育
法
の
規
定
に
照
ら
す
と
「
教
育
研
究
の
質
」

・
「
学
生
の
学
び
の
質
と
水
準
」
と
と
も
に
、
教
育
と
研
究
を
両
輪
と
す
る
大
学
の
在
り
方

を
実
現
す
る
観
点
か
ら
は
、
持
続
的
に
優
れ
た
研
究
成
果
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
研
究
環
境

の
整
備
や
充
実
等
に
つ
い
て
も
一
定
程
度
確
認
す
る
必
要
。

改
善
・
充
実
の
方
向
性

２
つ
の
検
討
方
針
：
①
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育
の
実
現

②
社
会
に
開
か
れ
た
質
保
証
の
実
現

４
つ
の
視
座

：
①
客
観
性
の
確
保

②
透
明
性
の
向
上

③
先
導
性
・
先
進
性
の
確
保
（
柔
軟
性
の
向
上
）
④
厳
格
性
の
担
保

※
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座
は
背
反
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
係
し
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要

＜
改
善
・
充
実
の
方
向
性
＞

【
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育
の
実
現
】

○
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
編
成
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

礎
と
し
た
内
部
質
保
証
の
取
組
、
内
部
質
保
証
に
よ
る
教
育
研
究
活
動
の
不
断
の

見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
確
化
。

【
客
観
性
の
確
保
】

○
分
散
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
教
員
や
事
務
職
員
、
各
種
組
織
に
関
す
る
規
定
を
一

体
的
に
再
整
理
。

○
「
一
の
大
学
に
限
り
」
と
い
う
「
専
任
教
員
」
の
概
念
を
「
基
幹
教
員
」
（
仮

称
）
と
改
め
、
設
置
基
準
上
最
低
限
必
要
な
教
員
の
数
の
算
定
に
あ
た
り
一
定
以

上
の
授
業
科
目
を
担
当
す
る
常
勤
以
外
の
教
員
に
つ
い
て
一
定
の
範
囲
ま
で
算
入

を
認
め
る
。
※
教
育
研
究
の
質
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
制
度
化
に
当
た
っ
て
は
留
意
。

○
「
図
書
」
「
雑
誌
」
等
を
電
子
化
や
Ｉ
Ｔ
化
を
踏
ま
え
た
規
定
に
再
整
理
。

○
大
学
設
置
基
準
上
、
教
育
を
補
助
す
る
者
に
つ
い
て
明
示
的
に
規
定
。

○
実
務
家
教
員
の
定
義
の
明
確
化
や
大
学
名
称
の
考
え
方
を
周
知
。

等
【
先
導
性
・
先
進
性
の
確
保
（
柔
軟
性
の
向
上
）
】

○
「
講
義
・
演
習
・
実
習
・
実
験
」
の
時
間
区
分
の
大
括
り
化
や
単
位
当
た
り
時
間

は
標
準
時
間
で
あ
る
こ
と
の
明
確
化
な
ど
単
位
制
度
運
用
の
柔
軟
化
。

○
機
関
と
し
て
内
部
質
保
証
等
の
体
制
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
教
育

課
程
等
に
係
る
特
例
制
度
の
新
設
。

例
）
遠
隔
授
業
に
よ
る
修
得
単
位
上
限
（
6
0
単
位
）
、
単
位
互
換
上
限
（
6
0
単
位
）
、

授
業
科
目
の
自
ら
開
設
の
原
則
、
校
地
・
校
舎
面
積
基
準
等

○
校
舎
等
施
設
は
、
多
面
的
な
使
用
等
も
想
定
し
、
機
能
に
着
目
し
た
一
般
的
な
規

定
と
し
て
見
直
し
。

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を
各
大
学
の
必
要
性
に
応
じ
て
整
備
で
き
る
よ
う
見
直
し
。
等

＜
改
善
・
充
実
の
方
向
性
＞

【
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育
の
実
現
】

○
内
部
質
保
証
に
つ
い
て
、
自
己
点
検
評
価

結
果
に
よ
る
改
善
を
評
価
し
公
表
す
る
形

へ
と
充
実
。

○
学
修
成
果
の
把
握
・
評
価
や
、
研
究
環
境

整
備
・
支
援
状
況
の
大
学
評
価
基
準
へ
の

追
加
。

【
客
観
性
の
確
保
】

○
多
様
性
に
配
慮
し
つ
つ
認
証
評
価
機
関
の

質
保
証
に
資
す
る
取
組
の
推
進
。

【
透
明
性
の
向
上
】

○
各
認
証
評
価
機
関
の
評
価
結
果
の
一
覧
性

を
持
っ
た
公
表
の
検
討
。

【
先
導
性
・
先
進
性
の
確
保
（
柔
軟
性
の
向
上
）
】

○
内
部
質
保
証
の
体
制
・
取
組
が
特
に
優
れ

た
大
学
へ
の
次
回
評
価
の
弾
力
的
措
置
。

○
法
令
適
合
性
等
に
つ
い
て
適
切
な
情
報
公

表
を
行
っ
て
い
る
大
学
へ
の
法
令
適
合
性

等
に
関
す
る
評
価
項
目
や
評
価
手
法
の
簡

素
化
な
ど
の
措
置
。

等
【
厳
格
性
の
担
保
】

○
不
適
合
の
大
学
の
受
審
期
間
を
短
縮
化

（
例
：
３
年
）
。

＜
改
善
・
充
実
の
方
向
性
＞

○
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」
を
踏
ま
え
、
認
証
評
価
に
お
い

て
大
学
の
情
報
公
表
の
取
組
状
況
を
確
認
。

○
「
大
学
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
こ
と
」
等
を
学
校
教
育
法
施
行

規
則
に
規
定
す
る
各
大
学
が
公
表
す
べ
き
項
目
に
追
加
。
等

＜
改
善
・
充
実
の
方
向
性
＞

【
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育
の
実
現
】

○
遠
隔
授
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

○
大
学
運
営
の
専
門
職
で
あ
る
事
務
職
員
等
、
質
保
証
を
担
う
人

材
の
資
質
能
力
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
・
Ｆ
Ｄ
の
取

組
等
を
把
握
・
周
知

【
客
観
性
の
確
保
】

○
設
置
認
可
審
査
を
経
て
認
め
ら
れ
た
分
野
の
範
囲
内
な
ら
大
学

の
判
断
で
新
た
な
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と

を
周
知
。

○
修
業
年
限
は
「
お
お
む
ね
４
年
」
の
期
間
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

厳
密
に
４
年
間
在
籍
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
明
確
化
。

等
【
先
導
性
・
先
進
性
の
確
保
（
柔
軟
性
の
向
上
）
】

○
基
盤
的
経
費
の
配
分
や
設
置
認
可
申
請
等
に
お
け
る
定
員
管
理

に
係
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
現
行
で
入
学
定
員
に
基
づ
く
単

年
度
の
算
定
と
し
て
い
る
も
の
は
、
収
容
定
員
に
基
づ
く
複
数

年
度
の
算
定
へ
と
改
め
る
（
成
績
管
理
の
厳
格
化
・
明
確
化
と

両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
留
意
）
。

等

（
４
）
そ
の
他
の
重
要
な
論
点

（
１
）
大
学
設
置
基
準
・
設
置
認
可
審
査

（
２
）
認
証
評
価
制
度

（
３
）
情
報
公
表
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